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宮古沖日本海溝海側斜面における
地形・底質・生物の関係（予察）

堀内　一穂＊l　門馬 大和゛2 渮澤　巨彦・2

宮古沖日本海溝誨側斜ijに特徴的な地罵・紬ｓを横断する測線にてIｓのサイトを選こ瓦 匠賀

と生伽の定爨的な凱察に基づいて地形・底誓・生物の関係を躪謫した。 その結果を以下|ご示

す。

臺■の墸穡寉4ま次のように特有の場所に観察される．Ｓい晁は地塁の西側と地瀦４）東側に，

雕い泥と砂及び細曝の漫合巻ぽ地塁の東圃と飽蒹の西端に存在する。●は恚詆の里に集中して

毘められるほか。地塁の西錮と基皿轡の・ 礪の上にも散在する。このような慶質の違いは，お

そらく地形と暖層流及ぴＩＲＤの相互作用によ・ で形成されたものと考えられる。

大掣經４=生物とその淮穴の密度を変曩にクラスター分沂を行ない｡16 のサイトを以下の４つ

ｅクラスター（Ａ，Ｂ.（冫 Ｄ）に汾覗した。 クラスターＡ揉高密度め癨穴と低密度の底生生偽

で代表される。クラスターＢは低密度の底摩生物と袒対的に高密度の鰆薯性の生物（イｙギｙ

ヂ●夕順やウミシダ馴）で代表さ栽る。クラスターｃは高密度のウシナマコ顧と，同様に高

密麗の膳穴で代表される。クラスターＤは高密度のウシナマコ顛と固着性の生物，低槝度の灑

穴で代表

各々のクラスターは旌譬（特に轟盤からの覓の厚さ）とも掫く関連している。クラスターＡ

に扁するサイトの底質轜厚い泥を主体とし，基盤岩の露驥が|温と儿どなく転石も羃められな

い。クラスターＢに輿する争４卜の暖質は厚い泥を主体とし。茎ｓ岩ｅ露頭が多（ 転石も存在

する。クラスターｃに屑するサイトの双實lj相 対的に中髓の厚さの泥を主体とし，基盤岩の鯔

靦が1蘆とんとなく丘石も少ない。クラスターＤに・ するサイ・の底質衂蹲い覓を主体とし，転

石が多く，基盤宕の露ji が散在する。

キーワード：日本掏溽，梅溝海劃剥面，鼈彫．・ 質，諏陶生物
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Relationships between  the Topography,  Bottom

Material, and Megabenthos  on the Oce&nward

Slope of the Japan Trench off Miyako  :

a Preliminary Report

Kazuho HORIUCHI** Hiroyasu MOMMA*'

Kyohiko MIT$UZAWA*<

Relationships  between  the  topography,  bottom  material  and  megabenthos
 on  the

oceaaward  slope  of the  Japan  Trench  off Miyafco  are discussed  with  quantitative
 obser*

vetione  of them  at the sixteen  sites in considered  with  their topographic  features
 of  horst

and  graben.  The  result shows  as follows;

The  sediments  are  observed  on  specific  places  on  basement  rock:  a thick  mud  is

deposited  on  the  west  sfcle of horst£ and  the  eastern  bottom  margin  of the  graben.
 others

like  thin  mud,  send  and  granule  on  the  opposite  side of the  horsts  and  of the
 graben.

Rubble  and  gravel  are  scattered  on  the  western  horsts
 and  the  escarpment  of  the

basement  rocks,  and  the?  are  also  concentrated  on  talusee
 of  the  escarpment  The

topograph;,  bottom  current  and  peleo-ice-rafted  debris  interact  probably  in  forming

such  distributions.

Cluster  analysis  for  megabenthos  and  buirow  at  the  sixteen  sites figures
 out  four

clusters  named  A,  B,  C  and  D:A  is  high  density  of  burrows  and  low  density
 of

meg&tenthos,  B  is sparse  megabenthos  and  relatively  higher  density  of  sessile benthos

(Acliniaria,  Crinoidea).  C is dense  Pmiagont  (Holothuroidee)  and  burrows,
 and  0  Is high

density  of fteRfagonc  and  the  sessile benthos  and  sparse  burrow*.

Bach  bottom  material,  especially  thickness  of mud.  is also
 related  to the  cluster  each

other:  A  is related  to thWc  mud.  no rubble  or gtavel.sAd  small  atsa  ct e&pnol  ba&esrort

reeks.  B  to  thick  mud,  moderate  amount  of  rubbles  and  gravels,
 and  large  area  of  the

basement  C  to  medium  mud.  few  rubbles  and  gravels,  and  &m≪ll area
 of the  basement.

0  to  thin mud,  many  rubbks  and  gravels,  and  scattered  exposure
 of  basement  rock'

Key  words:  Japan  Trench, Trench  oceanward  slope* Topography,  Bottom  material, Deep

sea  organism

１．は じ め に

198睥弖の潜水髪ノ￥一ルによる調査をはじめとして，

宮古沖日本海溝では海底の目観観察か数多くなされてい

る。栢に海洋科学技術センター所員の潜水屑査舶「しん

かい６１１」とディープ・トウカメラによる調査は現在ま

でに計18回を数えており，「海側斜面の小魯裂 の発見」

（堀田ほか，19923 や「世界最鰥のシロウリガイ群集の

発見」（貰岡・村山，IS92 ）など多くの成果を上げてい

る。

４Ｓ

一方，これらの成果は「発見」に重きを皿きがちで，

その後の畔細な躙畜や，それにもまして，現象を的碓に

とらえるための基礎的なデ ータの蓄積が念務と眉 われ

る。すなわち海鴻の目視観察をする朦にr 何が当 たり陶

で何が砂しいことなのか」をあらかじめ明らかに してお

く必要があるのではないだろうか。そのためには。 観察

を行なう場所を代表する“横式地’ともいうぺき場所で，

達貌的で定量的な調査をするぺきと考え る。そしそその

成果は直接新たな発見を導くIものとなるだろう。

JAMSTEC  J. D≪*p Sa・Ｒ●亂｡10



IS2 年 よ り 日 本海溝 で遷 用さ れ てい る6,{踟 ｓ 級

デ４－プ・トウカメラは．有人嗣水繝の予備調査に戚力

を発揮するだけではなく．その性貫E 達 綾かつ定置的な

調査か可能であり．このような基礎データをそろえるこ

とに も非常に優れている．なかでも1992 年 に行われた凋

表では，海側斜面に特徴的な地溝・堵累を櫑斯 廴，哀晒

の培町や生物を連続的に観察することに初めて成功した

(門 馬11 か, 1993; 姻内 ほかV 1993)*

本懼Sりではこの調轟により徇られたビデオ記録より，

日本海溝海側斜面における地彫・地質 一生物の関係を，

予察的な彫ではあるが初めて定飜的に示し，同時に得ら

れたいくつかの重要な成果を及すものである．

が散在する。

圸満暖（ サイト7.a 9. 10 ）:雌 質は主に泥 である

が， その濛さは丙に向かうにつれて顕著に増す傾向にあ

る。急晧の髓に近い郎分では転石も認められ，西綢の輯

（サイ17 ） ではピエール袋などの軽いゴミが集中 して

観察される。

東向 きの斜面（サイト6 ）: 西向きの斜面に比べて傾

創がきっく。基盤の岩石が連続して霜出している。一

方。 一郎に存在する緩鯱劃地では麗が厚く堆積してい

る。

西向 きの斜而（兮イト1.  11.  12.  13.  14): 東向 き

の剥ｉ に比べて全体的に傾斜が観く。基霞の岩石が散点

的に飃出Ｌ ている。底貿は泥と砂岐び錬の混合物が主体

で，転石が多く紀められる。一般的に泥の堆積は蓐いも

のの。サイ１１では例外的に厚く泥が堆積している。 テ

ラスの上に存在する急攅の膸（サイH3 ）には転石も含

めて高密度でＳ が分＆する。

以上のよ うに全体としては，埴塁上では朿に地満底で

は丙に向か うほど深い麗が墸積し，泥の堆積が少なく場

合によ･, ては基盤が篦山している増湎に転石が観察され

る傾向にある。 また西向き斜面と東向き斜面では。基儷

の岩石の鏘111状 況 や堆積しているil の諏が異な･, てい

る。

それではこのような雌貿の遅いlj 一体付|こ由来するも

のなのであろうか？例えば臨石の分布について，庶鈍郎

に多く分布するのは当然であるが，何故，供給地から癲

絶された地塁上の平刈而にも点在するのだろうか？そも

そも。転石の分布には何故このような伽りがあるのであ

ろうか？

地累上部の平坦面で艶められる転石は，安|||岩・＆崗

岩・角閃岩・マイロナイト・ホルンフｘ ルスなどの111～

亜1･|礫 で，水床や氷山により陸地から運ばれたいわゆる

icc-『aftcd debris （ＩＲＤ） と皿わ れ る （II’j馬|まか.

1993)。 も ちろん，ＩＲＤは肓 頭そして攅錐郎に分布する

転石にも含まれている。Liｓilzin（1972 ） の分41図 に よ

ると， 現在水|||や流 水が刻達しない宮占沖に て. IRD

は完新11!に 堆 簡したものと考えられる。お そらく肖時に

は海底にまんべんなく転石が分布していたことであろ

う。面白いことに。地塁柬郎の掫い泥をドレフジした紡

柴。表面には見えないIRDi: 源 の爬が多く含まれている

ことが刊明した（Illj馬ほ か｡19 蔔 ）。 すなわちIRDtlJft

植後に眤により被覆されなか 。た増|莠でよく観察され，

逆に濛い泥に覆われた場･蜀ではみかけ上奴察できないわ

けである。これはみかけ上のＩＲＤの分４か同時に裂在の

２．セフチ イング

ビデオ記録は｡1992 年に 調蠢測嫁ＤＴ－3 とDT ―5

（関1 ） にてデ４－プ・トウカメラによって搬彫された

ものを使用した。調在は洵綱斜面|こ特徴的な地溝・地塁

を椣噺 する彫で行な われた。 こ の場甬 は 『しんかい

6s00 』に より集中的に調査されたいわゆるr マ ネキンの

落ちている裂け目【蕕岡ほか｡ 】993）」に近く。圃査密

度の点からも日本梅嗣両側斜面の’槓式地’としてふさわ

しい場所と考える。

底貫と生勧の関係を定量的に扱うために，ここでは圃

矗測線の巾から地形を考慮して16 のサ４１を選定し（図

2），より詳細に底貿を調食するとともに底生生物の咽体

數を数え，絖jt解 析を行な 。た。 サイトはダ４－プ・１

ウカメラにより，5 ～10 分 間 のうちに観察されたもので

あり，各々z73 ～559ml の面 積を持つ。

なお，・ 査鈿線DT-3 とDT ―5 に つい ては.II ’j馬

ほか（199s ）に箘jl され ている。

３．地形と慶賀の闘佩

調査漉域の海底は多くが現在の泥に讎われているもの

の，偽比郎では基盤が露山しており。飃頭や崖雎邸に多

くの●が見られる。また地塁上の平坦而においても。時

折|rc径5 ～343cmの転石がまとま・ て観察される（図

2）。

図３にはfs々のサイトで観察された底貫を示した。以

下に。地彫的位置に基づいて説明を行なう。

地塁上西鈿（サイ12; ｘ15 ，16）:眤が溽く堆積し，

所々に転石か認められる。また。泥と砂及び櫟の混合す

る堆積物かみられる。

地塁上東側（サイ14.5 ）：泥が厚く堆積し．ａ而に

砂や●は認められない。またピエール袋などの鬢いゴミ
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圓1 1991 年 か ら1 ●99年 にかけ て官 古沖 日 本海 溝 にて 行わ れ たデ ィ ープ ・ ・ ウの 曳航 飼童( 太鱇) と｢ しん か い ｇｓ ｎ｣ の壗 航

羇 査C 凰印) の 苣鑁鸚 。 誨ｌ 洫楓 ● はＬｅ Pichon and Kobarashi ｅt *L (鴻 豺) と Ｋ・hiy ≪$hi et aL (1991) によ る.

Fig.  1 Ｔｏｐ０●Ｔ叩 ｈｉ ｍ叩j ｓdk ｓＵａ羃the sites ｗｈａ・ the ‘Ｓ１１１１ｋａｉ Ｓ闃《yｌ and ａ ｓ ＪＡＭＳＴＳＣ/｢fcep tow ｓｙｓt
ｌ●

r・ｓｅ・｢℃lled in ttｘ ・loxibern Japan Trench off Miy ｌｋｏ tz1 1991 ●Dd 19 ●I Asleii ｓｋｓ:tlla dive ･ites with llle

'Sllirii忌 砧0(
ｒ- ↑llick lz1

恚ｓ:tｈｌ lines ｒs 廡鳬｢y`㎞d b ｙ t Ｍ JAMSTEC/Deep tow ｌｙｓt●・ Ｂｌthｙ
●ｌtｒy is

eo 加piled  fro譖14Pich 如 ●ｌｄＫｃｂ●y回 Ｓ ｅ１１１.1198?ｊｌｎｄ ＫｏｂａysａｈｉｅｌｌＬ{1991}｡

JＡＭＳＴＥＣＪ.Ｄ帥ｐＳ●●Ｒ●ｔ，10 叩94 ）



図2 16 の サ イ ・ の 地 形 的 な位 置。 詳 細 な 底 賢 と 生物 の 飼 寰

を 定 量 的 に行 な う た。１： 基 讎 岩 の露 亂 ２：海 底 の 亀

裂 ，Ｓ：転 石

戮・｡ ２ Bathy  metric p1911e i ｓdie ●ｄａｇ the ｓits selected

１０r ｄｅｌａｊｌｌｄ 齠ld quantitative ｏｂｌｅｒｖａtｉｃａs of

bottom ｍｌtｅｉａｌ and ｍ●Ｓａｂｅｎth恥in survey

tｇ ｄ磚 ＤＴ-３ and DT-Sl 1 : outcrop of b ●ｓｌｓｅｌｌt

ｉｏｃｉ、2 二Creek,  3 x ｒｕｂｂｌｅ ａｎｄ 即●ｙ＆

泥の課さの,指標|こもなることを示す。それでは，そもそ

も泥 の深さの違いは何に由来するものなのだろうか？

厩|こ，輾内ほか（1993）により宮古沖日本海溝梅側斜

面では北～北西方向の戴層流が卓越している可偸峰か示

されている。 またここで朏流逮20cm/s を超える庭屬流

が観測されており，これは未凝集の泥の箚勦遑度を満た

している。さらに「･マネキンの落ちている裂け目（藤岡

|蘆か，1993）」にて｡1991 年と1992年の間に， 堆敬 物や

ゴ 耄の移動が観察されている。 また。西村ほか（1993）

によるとこの付近で探集された表泥中にはエッチングさ

れた生物殼や第三紀の化石が存在し。これも衰雇の堆積

物の激しい移動を強く示唆する。以 上の事実より。淘側

刷面に分布する璢弃 の泥は。 基本的 には堆積と再堆積を

綴り返す非常に不安足な ものと考えられる。 その結糺

マりンスノーにより供給された破柵を受けていないプラ

ンクトンなどの殼が。ごく表層にのみ一時的に堆積して

いるのであろう。そして。地形的に流れを妨げる壁|ごな

る東向きの斜面とその裏側の東側地塁上で揉Ｓ番流の流

速が落ち，その結果泥が原く堆租し。さらに軽いゴ ミが

巣穡したのであろう。このように底質は地形と窿●流に

藤く関係している。

４．生物と底質の闕碌について

Ⅲ 日本海溝梅側斜面の生物

日本海満海側斜面にはナマコ，ヒトデ，ウミユリ，ウ

ミシダ． ウヱ等 の棘皮動物をはじめ， ヤギ， カイメン，

JAMSTEC 」ヽ.０●●p S●● R●Ｓ･. 10｛1994｝

図3 16 のサ イトの観察面積と底質の特徴

1`４ ３ Ｂｏttｏｍ materials and the sq ｕａrｅ measures of

observed areas ＆tｓe】ｅｃtｅｄｓiχtとｌｎＳｉtes.

イソギンチャク，巷 き貝，ｘピ。 ウミグモ。魚類などの

生物が数多く生息している（門薦ほか. 1993) 。 また，

内在生匏のすみかと考えられる潜穴(burrow) も所々

に見られる。

海底の目視観察で気がつくことは，画面に見られる生

物 の・ 類や量が憲外なほど変化することである。 例え

ぱ。三陸宮古海丘にて行なわれた「しんかい6500」の鄒

132 潜航（図1 ）で は，他の潜航に此べて極めて多くの

吉冷表在生物 住 にウシナマコ鏑やセンジａ ナマコ頽）

が観察されて いるC 藷岡 縁か，199S ）。 それでは， 物

瑞 ・化学的にはおよそ定常的 と思われる超深陶におい

て，何故このような震化が観察されるのであろうか？例

えば，複雑に震化する底質と何か関係かあるのだろう

か？

この疑問を解き明 かす目的で，先に選定した】6のサイ

トにて観察された大ＳＳ屡屡勧の僵体数と胼穴の数を躙

ぺ，クラスター分折を行な･｡ た。その結果16 のサイトは

４29



生物組成 により４つに分類され， これと底質などとの関

係が考察された。なお，ビデオ面黴より観察できる生物

は。 かなり{3  ―  5 cm 以 上 ）の ものに限ら れ， ま

た細部の瞿察が困難であり，標 レベルの胃定は不可麓 で

ある。ゆえに，大型でかつ暁計|こ酎え碍る量が観察で き

る生物に限 。て，主に続レベルの分類で儷体裁密度 （佃

体数/ICOm り を 求めた（表1 ）。 なお， ナフコに隕･ｇて

はＳ ●旄 のよい指標となる（Ｏｈtａ.1983 ；（洫盞血 ａｎｄ

Ohta.  199$ ； 堀 内 罎 か，19qS ） ウ シ ナ マ=l 類

（Ｒ･ｓj･鄂 ｓ･） とセンジ，ナマコ頭(Scotopiane) に つ い

て個体数を計測した。 これらは，三陸宮古淘丘で最も目

立。て轆寨された生物 でもある。

なお，今回考慮しなかった生物（例えば他のナマコな

ど）についても。今後データか増え次第計測し解折を行

なう予定である。

（2）クラスター分析とその解釈

クラスター分析は底冷４物の個体数密度を変量とした

ときのサイト間のユークリッド距離を基拳に行なった。

この方法は，有効数字が大きく変動量の多い（個体数の

場合は大抵数の多い）変・ に全休か引きずられる傾向が

あるために，通常は鯲●の規格化が必要とされる。とこ

ろが，カメラ観察で目にとまる生物組成の変化は，多量

に存在して変動量の大きい生物の彫響を当然強く受け

る。ゆえに目的に照らして，ここでは未規格化変・ を用

*1 で 観藁 さ れた底 生 生偽 と 淮穴 の個 体 歉密 度 。串 位 は Ｎｕ皿｡/100m*

Table  I Ti ｘ ●ｌｍｂｅr 芦r100 譱lafbelth ㎝ ●・d b・Ｊ７・ｗｌ ａｌ－ 「ved Ｊｎ ｅｙ●iy sitｌ.

4即

図 ４ ク ラ ス タ ー 分 析 の 結 果 を 樹 形 図 で 表 現 し た。 Ａ ～Σ)は 鐓llj さ れ た ク ラ ス タ ー

Fj 窰｡４ Dendrogram from ｄ ｕt ｇ ＆ｎａｌysiｓ ｂａｓ６ｄ ｏｎ Ｅｕｃｌｉｄｌｌｎ ｄｌｓtａｎｃｅ４. A  to  D  refer
 to  clusters.
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いてサイト間のユークリフド距離でクラスターを分け

た。分析にはＳｙＳＴＡＴ社の統叶ソフトSYSTAT  for

the Macintosh, Version 5.2を価田した。

図４には分折の枯果を最短距離法を用いた樹形図の形

で表現した。これより，ユークリッド距離3.4を墳に４

つのクラスターを識別した( 図4)。さらに同じ図の中

に。各々のサイトの底質の特徴を，茎盤岩の露出皮と転

石の存在度そして泥の厚さで代表させて表現した( 図

4)。また，クラスターを代表する生麭組成を，留体数密

度の平均値をもとにして図５に示し たo 以 下に識別され

たクラスターの特徴と底質に基づい た角i釈を記す．

クラスターＡ（サイト4.5 ）:ク ラ ス ターＡは，高密

度の瀁穴（Ｂｕrrｏｗ）と低密度 の底生 生 物で代表され

る．他のクラスターでは多く認め られ るウシナマコ類

（凡加ａｇ㎝ｓ）などの表在生物はここで はあまりみられ

ない．また．イソギンチャク類（Ａｃtiniaria）やウミユ

リ類（Ｃrinoidaa）などの着生性 の生物 もほとんど認め

られない．底質は，泥の厚い堆積と基疊lの岩石や転石が

ｌ Ｓ 円 グ ラ フ は各 ク ラ スタ ー に駟 け る 生 物 の￥ 均的 な刺 合 を。 ヒ ス ト グラ ム は生 ● と 潜 穴 の 數 を 示 す。

Fi*. S Cir ｌｌｌ graphs : t ｂｅ 腫le of the ａｖｅr㎎ｅ ・ｕml ｘｉ of ｉｎｄｉｙid●●ll ｗitlldXl a cluster. Histograms : ｌｈａ ａｙｅrａｇｌ

number  of burrows ald i χldjｖidｕalｓ ０１ ｍｅＳａｌ黠ｎ１１０１ witｈｉｌ ａ ｃｌt皿s佃ｒ.

4jj
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ほとんど存在しないことで特徼づけられる。着生できる

岩石や転石かなければ着生性の生物か生息できないのは

言うまでもない。そしておそらく葎い泥に導かれて，潛

穴を作るような生物が卓越しているのであろう。なお，

このクラスターのみが他のクラスターと大きく羅れた矩

離にあるのは。多量の淮穴の存在に負うものである。

クラスターＢ｛ｆ イ ｝1.6 ，7）:クラスターＢは低密

度の衰在生物と均等な生物鑞11で代表される。均等な生

物組成はイソギンチャク順やウミユリ類などの着生性の

生物が多く認められることに負う都分が大きい。また，

ヒトデ麟（Ａster咄1ea） やクモヒトデ類 （ＯｐｈｉｕrQi･

＆ａ）も比鮫的高密度で観察される。底貿は，泥の尽い

堆積｛唯一の例外であるサイ ｝ｌ も中間の厚さの泥が堆

積するサイトの中では最も厚く泥が堆積している）と基

盤岩 の謠頑の多 さや転石の存在によ・ て袴禄づけられ

る。着生性の生物の多さは，基盤岩の霧出や転石の存在

で説明することができる。反面，膳穴を含めて生愉の宙

度が低い亊実は，底質と翼なる理由で説明できるかもし

れない。例えば端溝の最も深い壁の部分のサイトでは，

『・●旒の循環が懣く。酸素が欠乏しているのかもしれな

い。 また，カメラで観察できない（もＬくはしづらい）

生●が生物組成の主旅を占めている可能性もある。

クラスターＣ（サイト2 ，8，9，16）:クラスターＣは

ウシナマコ順と増穴が均等に高密度を胯ることで代友さ

れる。また，イソギンチャク蕈やウミユリ類などの着生

性の生疊1があまり観畧されない。底質は相対的に中間の

厚さの泥で特徼づけられる。サイト２とサイト16も，薄

いとはいえ。その周囲に比べると厚めの泥で覆われてい

る。また，基盤岩がほとんど踞出せず転石も少ない。そ

の結果，着生性の生物があまり見られないのであろう。

クラスターＤ（サイト3 ，10，11，12，14，15）:クラ

スターＤは高密度のウシナマコ顛と低密度の潘穴で代

表される。また，Ｉ 生性の生物であるイソギンチ々夕顛

の略度も高い。底質は薄い泥と多量の転石で代表され，

礫と砂混じりの泥かかなりの範圃で堆積勧の主流を占め

る。 また，基盤の岩石が露出する場合もある。潛穴の少

なきは瀁るための泥が薄いことで脱明づけられる。ま

た，●の多きと基盤の露出がjfソギンチャク類の生息量

を増やしたのであろう。

以 上のように，カメラで観察された生勧組成の変化

は，底質の震化と深い鬨係を持つと考えられる。中で も

泥め厚さは生物屬成によるｸ｡ラスター分類と見かけ上強

い相関をもっており，泥が厚くたまる場湎では濳穴を作

るような生物が車越し，逆に薄い場听ではウシナマコ類

ｇ2

が多量に表在 する。 また，基盤 の露出や転石 の存在は着

生性の生物の量に直接彫響す る。

基盤の鐵出 や転石 の存在が濛鰛牟物の組成 や密度 に闘

係することはよく知 られてい る（例えば, Sharma and

Rao.  1992} が。 泥の「厚さ」 との関係はあ まり研究さ

れていないようである。崘中 からの湧水が認 められない

海側斜面にて，底質J2X外 に生物組成に影響を与え そうな

環境要素は。水温や有襴爾の量そして淘水や戴質 の酸素

Ｉ などであろう。水温については現在検討中 だが，あま

り変化 がなさそうな感触を槫 ている。 また，1992 年 に ３

回行なわれたドレフジの試料からは目立 。た貧酸素状況

は観察されていない。いずれにせよ，底誓それも泥 の踝

さと生物組成との相関は強そうであ る。

底質ｇ 外 の要因 も示 唆されるクラ スターＢを除外 し

たと き， 生物數 と濳穴の数は強い負 の相関を示す （図

5）。10km 程 度 の距錐では， 超諏淘に たどり着く有機物

の爨はあまり変わらないと考え れば， これはある瞿 の棲

みわけを示している可俵幹 もあ る。 すな わち。寢;４=内 在

埀物が生息できる泥の厚い場所 では， その分ウシナマコ

黼などのカメラで観蹇 できる表在生勧 が少なく，迎に泥

の蹲い場所では。内 在生癇 と有餓物の取合いをする必要

がないので表宸４=物 が卓越 するのか も知 れない。

さて， ここで最初の疑 問に戻ろう。宮古沖日本海 溝海

側斜面で観察される生物練成 の変化が韭質に由来す ると

すれぱ，三陸宮古海丘で観察された「極 めて多い」生物

はどのよ うに説明できるのだろ うか ？

間題の*132 潜 航 は梅丘の南側飼面で行なわれた。一

方， そこは冰槻告で取り扱･，たサイト11 ～14 が位 置する

斜面の延罠線上に当たり，広い意味 では東向 き斜面 の泥

の堆積 が不安定な場・ と同等 と恩われる。実ｌ に。 「梅

底牧場」 と名付けられた生勧 の極めて多 い平坦地は，欄

罷じり の泥に覆われてい た（藤岡li か｡1993) 。 こ のよ

うな場 所の生物組 成は クラスターＤ で代表 され， 豊富

な ウシナマコ顕な どの盛弗 韲吝牟吻により。見かけ卜ji=

物 が多 く感 じられる場所でもあ る。 そして，『海底牧場』

で多 く見られた生勧 もウシナマ=J 類 や センジ，ナマコ類

であ 。た。 もちろ ん，本報告で扱 った海域 とはかなり離

れた鳩所な ので，供給される有槽物の量がより多いこと

も考えられるが，底 質の状況によ。て生物 が見かけ上多

く見え た可能性が強く示唆される。

以上 のよ うに， 海匠 で起こる様々な稠象を正しく理解

するためには。 群細 な サンプ ルの課 集と分析はもとよ

り，海底 の目視観 察4､ 充 実させて，総合的に解釈す るぺ

きであり， ひいては それが古環境の復元などの応用問題

JAMSTEC  J. D≪≪p Sm  Res.｡10 C】994｝



を解決する手がかりになるのだと考える。

Ｓ．地澎・座・ ・・ 勧の関曝-一趣湶謝の世界を灣

く扈耨するために一

ここまでに，地形と底賢の闘係そして庭賢 と豈４=ｔ 仙

の関係を考案 した。さて，これらＳつ の要素は最終的に

どのように結ばれるのであろうか。１つのアイデアをこ

こに示す。

宮`古抻E1本海溝海側斜面の衂形を代表し，脛●に影響

を与える地溝と鮠§ の組み合わせは，プレートの沈み込

み という地質 澗象 に よう て形成 され たもので ある

（Ｈｏａａ,IS80; χ・bayashi et al. 1991) 。また，底質の

主要構成勧の１つであるＩＲＤは， 氷河の時代と言われる

完釿世に堆積 したものと思われる。このような過去の裂

象は麌質のみならず生物艢応にも影響する。例えば，プ

レート沈み込 みによって形成された象廱の・ 頭やＩＲＤの

転石は。 直接着４=癨勧のすみかとなる。

地形との相互作用で底質に影響を与える窿●洫も，お

そらく週去の現象（例えば氷河の消長など）に支配され

ている。 そして櫚在卓越する盡墻擒は，ある場所・ある

時間には泥を削剥・運搬 し， またどこかで堆積させる。

すなわち，プレート遯勦が作うた地形に妨げられ，おそ

らく流れを変化させられる反面，衰屬堆瀰物を割りまた

堆葷させて地形を変え宦暫を支配 する。 このような側は

中 央太平洋の 海山で も確認 され てい る（Ｃａｃｃｈｊｏｎｅ

et aj.，19e8）。 その結果，6.00●ｍ以 下の超諏海といえど

も多様な暖質が穀察 されるのであ る。

宮古沖日本海爾海鹿斜面の多様な底質は私 砂。 ●そ

して基盤岩の露頭の組み合わせで構成されている。 そし

てそれはそのまま多様な生物練成の変化を毒くのであろ

う。 さらにそれらの生物は底賀との相互作用でＥ翼その

ものを変化させる役刺も果たす。そ して。 窿●と生吻の

罠した遺骸や盲售物は。プレート運動に伴い地中課く潛

るかもしくは大麓地裁に付加 し，再度地質現象へと畳着

して行く。

このような相互貝係は。テクトニックな昊因で形成さ

れた山などの地形によ・て，大気の流れが乱され，その

結果気候の違いが生まれ，そ れに基づき櫨生や●物が土

壌と相互に影響し合いながら震化していく陸上の世界に

も順似している。そして，それ故に濛海・超深海への理

解は，陸上を科学者が理解した手段と同様に，地質学 一

生勧学・地形学・海洋学など様々な分野の研究者が手を

携えて進めて行く形でこそ，より深 まるものであろう。

本報告拮予察 的ではあるが，鐙深梅の世界を酸く堽解

ＪＡＭＳＴＥＣＪ.Ｄ●･p ｓ●● Ｒ●●, 1011994）

するための可能性の１つを示せたと思う。今後さらにサ

イｌや叶測する生物を増やし，より群細に喘形・地質・

生物の関係を解き明かすっもりである。
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al is Ihin mud.

が認 めら れる。 地塁 の酉 絅

写輿 ４ 从皿 舛の纎藾

Ｐ恥tｏ ４ Outcrops ｏr basｅｍｅｎｌ rock.

クスを 麗が 埋め てい る。急 度 郎

Bottom materia] is gravel and Ihin mud.

西側

Bottom  material  is thin mud  and  rubble.

JAMSTEC  J, Dmp Ｓ●● Ｒ●Ｓ..10 11994 ）

Bollom material  is thick lo  medium  mud.
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町真 ７ 地溝 の内 端旅 。軽い ゴミが 集碵している｡ 雌tl は|･μi

叱

Pholo 7 The lifchl irlilicial materials ａｃｃｕnlｕlalcd o【1 1he

wcslcrn mars  in of ihe jgrabcn. ｎ０１１ｃｎ丶malcrial

iｓthick Ⅲｕd.
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